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黎明の標

湫川 仰角

Kosmos



───────────────────────



一八八四年、秋


　見渡すかぎり連なる低山は、その一つ一つが斑らな紅黄で染められている。
　日本からここまで、兄弟が自力で辿り着くことは不可能だっただろう。
唯一雇った現地の案内人を先頭に、続く兄の背中を眺めながら弟は考えていた。
　清南部に流れる鬱江を上流へと辿り、やがて至る合流点では本流である右江に沿って北西へ。
ひたすら遡っていく途中、川筋を離れ内陸へと分け入っていく。これだけでも相当な経路であるが、加えて、昨年から続くフランスと大清の戦争は沸々としたある種の昂揚感をもたらしていた。異邦人たる兄弟にとって無用な諍いを避けるべく、人里を迂回し、低山といえど不慣れな山越えを猟師道を使って敢行し、時には検問をも掻い潜った。
　その道程はお世辞にも合法とは言えず、金も幾らか積んでいる。今更、引き返せる訳もない。
　兄の擦りきれた外套から視線を逸らすと、昼時の陽光に照らされた山々が水平に果てなく並んでいる。
　そうした勘考の末、兄弟は二十を下らない数の低山を越える羽目になっているのだった。
「タツ！」
　弟は先を歩く兄を呼ぶ。
「まだ進むのか！ おいタツ！」
　兄は振り返らない。その代わりに「まだか」と先頭の案内人に声を飛ばしていた。
一行はこれまでで最も高い山に差し掛かっていた。
「この山を越えた所で一度休もう！」
　兄がそう判断した矢先、先頭の足が止まった。
「いや。もう着いた」
　案内人は覚束ない英語で愛想なく答え、眼下を指差す。数多連なる山々と、その一つへ寄り添う様に建てられた白亜の宮殿が見える。
　それこそは大陸に佇む気高き国、兄弟の目的地。
「あれが天籟だ」
　谷から逆巻く一陣の風が、強く、兄弟を吹き抜けていった。
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　少し下ればあとは国境、という所で案内人が金をせびってきた。
仕方なく金を渡すと、来た道をさっさと引き返していった。天籟と清の国交は然程荒れていないと聞いていたが、何かあったのだろうか。
「タツ、本当に俺たちだけで大丈夫か。天籟の言葉など使えないぞ」
「お前も聞いただろう。彼らは英語が話せる」
　確かに聞いた、それも兄弟をここまで来させた実の父から。しかしだからこそ、弟は素直な疑問を抱いていた。
「あれほど酒が入ってる時に言われても、本当かどうかわからないだろ」
　父が八王子で営んできた織物商は、細々とではあるがなんとか経営を続けてきた。
しかし御一新からこっち、外商という競合も多く現れている。ここに来て苦境に立たされた折、父は酒を煽りながら半ば思い付きで天籟を話題にしたのだった。
「天籟はこの大陸で長く独立国として存在している。それがどれほどのことか」
　兄は諭すように言うが、弟には未だ漠然とした不安があった。
「俺たちが思っている以上に強かなはずだ。英語が使えても不思議はない」
　やがて、国境に建てられた検問所が見えてくる。警備にあたる兵士も見えた。
「俺が話す。堂々としていろよ」
「わかった」
　兄は鼻息荒く、大股で進んでいった。こういう時、兄はいつも率先する。兄としての矜持というよりも、単に飛び込んでいくのが好きなのだろう。それ故に、検問所で何を伝えるつもりなのか、弟は知らないでいた。

「天籟へ如何なる用か」
　アジア訛りが強く残るものの、兵士は英語で話した。訝しげな視線を隠そうともしない。
「我々は、日本国より派遣された特使である」
　兄は堂々とした様子で答えた。が、その陰にいた弟は目を丸くする。自分たちのような単なる商人風情が、いつの間に特使になったというのか。
「何も聞いていない。特使殿とやらの目的を伺いたい」
「聞いていないのか？」
　聞いているわけがないだろうと弟は思ったが、黙っていることにした。兄の虚言は尚も続く。
「天籟に御座す御主上を、我ら皇国は鹿鳴館にて執り行う栄誉ある式典へとお招きすべく馳せ参じた次第。これがその書簡である」
「いや、そのような話は」
　兵士の言葉を最後まで聞かず、兄は懐から上包みを重ねた一通の書簡を取り出した。
「……確認してくる故、少々預からせてもらいたい」
「天籟の勇士よ。心せよ」
　兵士は書簡を確認しようとするが、兄の手がやんわりと遮った。
「この紙の重さを見誤るな。貴殿の判断が、一国の存亡を揺るがすことにも繋がりかねないのだ。昨年から続く清仏の争いを始め、貴国とて昨今の情勢は無関係ではなかろう。国内の治世を乱す様な事は、避けるべきではないか？」
　調子良く話す様はまさに饒舌だが、この書簡が本物かどうかとは関係ない事を吟じている。頭の中でひやかしを入れつつも、弟は静観に徹した。
「他国からの友好の証を無下にしたとあっては、臣民も黙ってはいまい。巡り巡って内乱に繋がった例など、幾らでもあろう」
「内乱……しばし待たれよ」
　そう言うと、兵士は検問所に入っていく。
「タツ、どういうことだ」
「黙ってろ」
　詰問しようとする弟を押し留めていると、すぐに兵士が戻ってきた。
「特使殿、ご無礼をした」
「いいや、問題ないとも。それで、どうされる」
「歓迎しよう」
　この返答にも弟は目を見張った。これだけで国境を越えることが可能なのか。
「噂に違わぬ聡明な国だ」
　兄は満足そうに頷く。
「ひとつ、名前を記帳頂きたい」
　兵士は台帳を差し出した。
「勿論。私が藤原龍之進タツノシン、こっちが弟の彪丞ヒョウスケだ」
「ようこそ。天籟へ」
　得意気な龍之進と、事情が飲み込めない彪丞。

　遠く日本からやってきた兄弟は、斯くして天籟へ入国したのであった。



　検問所からは耕作地混じりの集落がしばらく続き、それから徐々に中心市街へ移っていく。人通りは多くはなく、道中は常にあの白亜の宮殿が視界に入っている。
　彪丞はずっと何事かを考え込んでいたが、やがて諦めたとばかりに龍之進に助けを求めた。
「やはり思い当たる節などないぞ、タツ」
「何のことだ」
「私たちはいつの間に特命を戴いていたんだ？」
「特命？」
「鹿鳴館の招待状だよ。先に教えておいてくれ」
「あぁ、これのことか」
　龍之進は先ほどの書簡を懐からつまみ出すと、顔の前でヒラヒラと揺らした。
「おい、もっと丁重に扱え！」
「呑気なことを」
　何がそんなにおかしいのか、龍之進はカラカラと笑い声をあげる。
「良いか、これはな」
「そこな紳士方！」
　突然、兄弟は呼び止められた。龍之進は書簡をさっと外套の衣嚢に仕舞い込む。
　振り返ると、短い黒髪を後ろで纏めた長身の女の子がいた。薄黄色をした漢族風の装束を着ているが、どこか異なる風合いをしている。傍には、小脇に抱える程度の木製の箱を持っていた。
「天籟へようこそ！」
　女の子は溌剌とした流暢な英語を操った。
「日本の人？　ここへは観光で？」
「……まぁ、仕事だ」
　龍之進は少し無愛想に言った。なるべく関わりを避けたいのだろう。
「そうですか。私も仕事でご両人にお声かけしました」
「天籟の臣民ではないのですか？」
「おい、ヒョウ」
　警戒する龍之進とは裏腹に、彪丞はにこやかに女の子と接した。
「もちろん私はこの国の人間ですよ。この国の写真を撮るのが私の勤めなのです」
　女の子はそう言うと、抱えていた木箱を掲げた。
「それは？」
「見たことないでしょう。なにせこれは最新の写真機なのですから！」
「ほほう」
　珍しい写真機と知るや、龍之進は俄然興味を引かれた様子だ。
「乾板写真にしてはずいぶん小さい」
「まだ世に出ていないものです。乾板を使わないのですよ」
「見させてもらっても？」
「特別ですよ」
　動作原理を細かく聞く龍之進は少年のようだ。時折漏れる「ふぃ、ふぃるむ？」などという素っ頓狂な声が面白いのか、答える女の子も殊更自慢気に見える。
「どこでこれを？」
　興奮する龍之進を抑えながら、彪丞が聞く。
「少々伝手がありましてね。で、一枚いかがです？」
「折角だ。タツ、お願いしよう」
「ありがとうございます！ では、そちらに並んで」
「いや、待て」
　冷静になったのか、遊んでいる暇はないと渋る龍之進を、彪丞は無理矢理並べ立たせた。
「あ、その外套は脱いでもらえますか。汚れがひどいので」
　外套を脱いでいる間も、龍之進は文句を垂らし続けている。
「じゃあ、撮りますよー」
「ヒョウ、目的を見失うな。更紗の仕入れだぞ」
「わかってる」
「なんとしてでも、だ。さもなきゃ親父の店を畳むしかない。俺たちの代でな」
「わかってる」
「お顔が硬いですよー」
「お前の家族だってこれからなんだ。子供が産まれるのだろう？」
「わかってる！」
「もうちょっと朗らかになりませんかねー」
「いいから笑えよ、兄上」

「お二人はどの様なお仕事を？」
　写真はものの数分で撮り終わった。冠布も不要で、確かに新しいものなのだろう。
「織物商です」
　彪丞が外套を着ながら答える。
「となると、お目当ては天籟更紗ですか。高値で売れますからね」
「どこか良い仕入れ先を知らないか？」
　龍之進は外套を手に持ったまま聞いた。
「市内に少しだけ卸しがあったはずですから、そちらで話を聞くのが良いかと。暫く滞在されるのですよね？」
「そのつもりだ」
「なら、今撮った写真も間に合うか。お届けにあがりましょう」
　女の子は人懐っこく笑った。
「そうしてくれ」
　人通りは依然として疎らだった。それ故に、兄弟の警戒心はいくらか和らいでいたのかもしれない。外套を着ようとした龍之進に向かって誰かが駆け込み、勢いよくぶつかった。
「あっ」
　龍之進が小さく声をあげる。ぶつかってきた者は詫びを入れることもなく、全速力で走り去っていく。その手に、龍之進の外套を持って。
「……書簡が」
　物盗りは既に遥か先。当然、返してくれそうな気配はない。
「ま……待て！」
　龍之進が駆け出す。
「い、いずれまた！」
　遅れて彪丞が続く。走り去っていく兄弟の背中を、女の子はじっと見ていた。
「また、いずれ」

　物盗りの逃げ足は尋常ではなかった。平地では脱兎の如く駆け抜けたかと思えば、少々の障害物など一足のうちに飛び越えてしまう。
「くそっ！」
　悪態をつく龍之進と彪丞は、やがて人通りの多い市場通りに出る。そこでは露店が軒を連ね、多くの買い物客で賑わっていた。物盗りが人の波を滑らかにすり抜けていく一方、兄弟は波に真正面からぶち当たり、前へ進む度に喧騒を大きくしていった。
「どけっどけっ、どいてくれ！」
　彪丞は懸命に波を掻き分けるが、その差が縮まるようには見えない。どんどんと離されていく。
「ヒョウ、もういい！」
　龍之進が立ち止まる。
「いいわけあるか！　あの書簡がなきゃあ、俺たちはただの流れ者だ！」
「違うんだ！」
「くそっ、誰かそいつを捕まえてくれ！」
　物盗りは民家に立て掛けてあった竹竿をスルスルと登り、屋根から屋根を飛び越えていく。軽業師のような身のこなしに絶望しながらも、彪丞は懸命に後を追い続けた。
　やがて、気がつけば国の中心、あの宮殿へと行き着いていた。やや高台にある宮殿は近づいてなお白亜の輝きを保ち、背後に聳える山を借景として荘厳な雰囲気を持っていた。宮殿へ続く複数の階段は左右へ広がるように伸びており、白壁を斜めに切り開く様は大きく開いた純白の薔薇のようにも見えた。
　物盗りは花弁の一つを駆け上がり、あっという間に宮殿内へと入っていった。盗人が宮殿を目指す理由など、兄弟にはわかりようもない。
「我々は特使だ。宮殿の人間であれば、話せばわかってくれるだろう」
　彪丞は肩で息をしながらも、逃げ込んだ先がわかると少しだけ安堵した。遅れて龍之進が追いついてくる。
「……彪丞」
　裏腹に、同じく息せき切らした龍之進は苦い顔をしていた。
「なんだ」
「逃げるぞ」
「は？」
「更紗は諦める。面倒事になる前に天籟を出る」
「待てよ、説明してくれ」
「時間がない」
「待てって、意味がわからない！」
「あの書簡はな、偽物なんだ」
　彪丞は絶句した。
「あれは偽物だ。本物を見たことのある知人に、無理言って作らせたんだ」
「じゃあ、検問で言ったことは」
「ああでも言わなきゃ入れなかっただろ」
「な……」
　顔面蒼白の彪丞と、そわそわと歩き出す龍之進。
　何もかもなかったことにしよう、兄弟がそう決意した矢先。突然、二人の周りを四、五人の兵士が取り囲んだ。
「藤原龍之進と彪丞で間違いないか？」
「……いいえ」
　龍之進はすかさず嘘をつく。
「いや、我々がその二人で間違いありません。市中での騒ぎには、訳がありまして」
　兄の虚言を遮る様に、彪丞は偽りなく答えた。
「捕らえに来たわけではない」
　疑問を浮かべる兄弟に対し、兵士は言った。
「宮殿へ参られよ。女王がお待ちである」

　その居心地の悪さは、もっと早く逃げ出すべきだったと彪丞に思わせるほどだった。
宮殿の内部は白亜の様相に違わず美しい。装飾による絢爛さではなく、水の滴る音が木霊するような、冴え渡った玲瓏さ。建築自体が精緻でありながら、調度品は大陸特有の雰囲気を湛え、床は磨き抜かれていた。
　二人が通されたのは、神殿のような場所。正面から数段登った所には御簾に閉ざされた小さな玉座。女王がそこにいるのかすらもわからないが、居心地の悪さはそれが原因ではない。
　その隣、玉座に侍るように佇み、凍てついた瞳で兄弟を見下ろす一人の女によるものだ。
　彼女は二人の前に現れて以来、未だ一言も声を発していない。体感で数刻は経ったのではないかと思わせるほど、落ち着かない沈黙が続いた。
「こ……この度はお招き下さり、光栄に存じます」
　しびれを切らした龍之進が、ようやく口火を切った。
「私は藤原龍之進、これは弟の彪丞にございます」
「この書簡はそなたらの物か？」
　龍之進の言葉を遮るように、女が初めて口を開いた
「ここに届けられた書簡は、そなたらの持ち物かと聞いている」
　女の手元には龍之進が持ってきた例の書簡があり、既に開封されていた。
「……はい」
「いかなる要件か」
「……我々は日本国からの特使。我らが祖国は鹿鳴館にて執り行う式典へ、陛下をお招きしたく、馳せ参じた次第です」
　兄の絞り出すような申し出に対しても、女は書簡を見るわけでなく、兄弟を見下ろし続けた。
「女王陛下は神子であらせられるゆえ、国を空けるわけにはいかぬ」
　得られた返答はあっけないものだった。しかし、書簡が偽りの物であることを考えれば、兄弟にとってはこれ以上なく望ましい答えだ。
「そも、そなたらは何者か？」
「ですから、特使……」
　改めての誰何に龍之進が再度説明を繰り返そうとした時。女の冷たい視線に、僅かながら別の感情が混じったように感じられた。それは例えば、保身の嘘をつく大人を見たときのような、取り繕う子供を嗜める母親のような、侮蔑とも寂寥ともつかないものだ。
　二の句を告げない龍之進に代わり、彪丞が口を開いた。
「我々は特使であると同時に、織物商を営んでおります」
「……では、ここへは天籟更紗が目当てか。卑しいな」
　黙っていろという素振りを見せる龍之進に構わず、彪丞は続ける。
　誰が見ても国外追放の流れだ。ここまでの道程、流されるままだった彪丞は、一人の商人として状況を打破しようと奮い立っていた。
「確かに、天籟更紗を他国に卸せば、商人である私達には利益がもたらされる。では、その対価として私達は天籟に何を贈ることができるでしょうか。私達程度で可能な贈り物では、恐らく喜んではいただけない」
　龍之進も玉座に侍る女も、口を挟むことなく聞いていた。
「交易を通じて国と国を結び、共に豊かに支えあっていくこと。それが私の商人としての夢です。あいにく私達にはその夢しか持ち合わせがなく、夢であるがゆえに差し上げることも出来ない。しかし私は商人として、その夢を、次の時代を切り開く黎明の標を、陛下の足下に敷くことができる。天籟という国と女王陛下にその上を歩いていただきたく、勝手ながら馳せ参じたのであります」
「――――ふふ」
「陛下」
　御簾の向こうから僅かに漏れた、女性の笑い声。すぐに遮られ微かにしか聞こえなかったが、それは鈴音の様に美しい余韻を兄弟の耳に残した。
「大言結構。いずれにせよ特使殿、良い時期に来られた」
　女は改まって兄弟に告げた。
「良い時期？」
「天籟では間もなく祭祀が行われる。そこへ特使殿を招待しよう」
「ありがとうございます」
「祭祀まではまだ日がある故、宿をとらせる。下がって良い」
　兵士が二人を連れていく。
「ゆるりとしてゆけ、日出ずる国の特使よ」
　女は誰に聞かせる訳でもなく、独り言のように呟いた。
　宮殿を出ると、辺りは日が暮れていた。彪丞は恐々と龍之進の顔を伺う。
「書簡のことはばれてない、のか？」
「わからん」
「これからどうする？」
「従うしかないだろう」
「だよな」

　案内された宿は一戸の立派なものだった。
「祭祀が執り行われるまでの間、この宿は好きに使っていただいて構わない」
「助かります」
「それから、国外からの訪問者は夜にあまり出歩かないよう」
　兵士はそれだけ言い残すと帰っていった。
「なんの話だろう」
「さぁな。ただ、特使ってのは気分がいい。今後も同じやり方をしてみるか」
「二度とごめんだ。今日は本当に肝を冷やした」
「明日は市街の卸しをいくつか当たるか」
「どっちが呑気だよ」
　それから程なくして、誰かが戸を叩く音がした。龍之進が恐る恐る戸を開けると、そこには短い黒髪を後ろで纏めた長身の女の子が立っていた。
「こんばんは特使殿」
　女の子の姿を見るや、龍之進は露骨に嫌な顔をした。
「あなたのお陰で、散々走り回ることになった」
「タツ、この人は悪くないだろう」
「あはは、到着早々災難でしたね。メイといいます。お詫びも込めて夕飯でも一緒にどうかな、と」
「ありがたい。いいだろタツ」
「二人は兄弟ですか？」
「私が弟の彪丞で、こっちが兄の龍之進だ」
　龍之進は仏頂面のままだったが、いつの間にか彪丞よりも先に支度を整え終えている。
「早くしろヒョウ、飯食いに行くんだろ」
「はいはい」
　メイに連れられ、二人は宿を後にした。

「で、女王の隣で喋っていたあの偉そうな女は誰なんだ？」
　案内されたのは、馴染み客しかいないような雑多な大衆食堂だった。龍之進は注文を受けに来た店員にチップを渡しながら聞いた。
「あの、冷たい感じの」
　彪丞も抱いた印象を率直に伝える。
「彼女は女王陛下の姫奴(ジェンヌゥ)です」
「なんだそれは」
「天籟では女性の王族には必ず一人、その身を守るための姫奴が与えられる」
「侍女にしては迫力がありすぎじゃないか」
「ただの世話係じゃない。幼少期に訓練を受け、数人の候補者の中から選ばれた存在です」
「選りすぐりの秘書ってわけか」
「特にあの人は気を付けた方がいい。恐ろしく優秀だから」
「覚えておこう」
　三人の元に料理が運ばれてきた。蒸し鶏から出汁をとったスープに、鳳梨をくり抜きもち米を詰めた蒸し物、魚腥草の葉の和え物などが続々と並べられていく。
「天籟の王族、特に女性の神子を公私から支える。それが姫奴です」
「その、神子というのは」
　彪丞はもち米を頬張りながら尋ねた。
「お姿を見ましたか？」
「いや。ほんの少し声を聞いたが」
「あら、よっぽど変なことを言ったんですね」
「まぁ、な」
　龍之進は彪丞をからかうように見たが、彪丞は食べることに集中して気づかない素振りをしていた。
「王族の姫は天という特別な力を持っています。天を授かる姉妹の長子は、生涯を宮殿で過ごし、神と国に尽くす天籟の生きた至宝なのです。その高貴な方々が神子と呼ばれます」
「天とは？」
「天は女神から与えられる祝福の力。国を守るため、生涯で一度だけ使うことができるんです。今代は女王だから、女王自身が神子でもありますけど」
「なんだかよくわからんな」
「異国の人が理解するのは、難しいかもしれませんね」

　日が落ちきった頃、店の外が俄かに騒がしくなってきた。龍之進は気にせず黙々と食べ進めているが、彪丞はそわそわと外を覗き見ている。
　民族服を着た２０代後半ほどの若い男女の行列が、何事かを喚いている。彼らは天籟の言葉を使っていたため内容は窺い知れないが、懸命に何かを訴えている様子だった。
「近頃、血の気の多い若い連中が逸っているんです」
　遠くから投げ掛けるように、メイが洩らした。
「何に対して？」
「戦争」
　龍之進も彪丞も、メイの言葉の真意を図りかねていた。
「生涯一度きりとはいえ、天は全てを叶える力。どこの誰が相手でも構わない。やれと言えばどんなことでもやるし、死ねと命じれば死ぬ。そういう力です」
「それを戦争に利用しようと？」
「これまで天籟が関わってきた戦争は、その都度事無きを得てきました。天という絶対の力があるから、この国は存在してこられたのです」
　外では尚も訴えが続いている。
「天籟は昔から多くの亡命者を受け入れてきましたが、亡命するには姓と系図の一切を捨てなきゃいけないんです。天の不可侵性を堅持し、その行使を濫用させないために。だからこそ他国は干渉してこなかったし、天籟からも必要以上の干渉はしなかった。でも、これまでそうだったということと、今後もそうだろうということは同じじゃないですよね」
「それがあの連中の言い分か」
　今しがた店の前を通った若者を見ながら、彪丞は呟く。机の上の皿は既に片付いていた。「天の上に胡座をかくことはもう許されない。私達は自分達の力で国を守り、天にだけ守られる時代を終わらせなきゃいけない。そう、思いませんか」
　メイもまた、練り歩く若者達を眺めていた。




　翌朝、宮殿の兵士が龍之進に出頭命令を下した。
　昨日の今日で訳もわからないままに連れ出された龍之進だったが、幾ばくも経たない内に戻ってくる。あの冷たい瞳の姫奴に、ひどく一方的に言い渡されたらしい。
「帰国だ。それも俺だけ」
「は？」
「本日の内に日本へ帰国せよ、と」
　あまりにも急な要請だった。
　天籟に至る経路での不正が明るみに出たのか、あるいは本当に火急の命なのか。その理由すら告げられなかったようだが、外国の王室から与えられた指示を無視するわけにもいかない。
「いずれの理由にしてもあまりにも早すぎる。それに、なぜ俺だけなんだ」
　案内の兵士は宮殿が用意しており、既に迎えにきている。有無を言わせぬ手腕だった。
「彪丞。あのメイとかいう子、気を付けろよ」
　異国の地で無理矢理一人にならざるを得なくなった彪丞に対して、龍之進はそう言い残し、日本へと戻っていった。

　それからの数日間、彪丞は仕事を果たそうと一人で躍起になっていた。
　朝から市街へ繰り出し、露天の主人と覚えたての天籟語で仕入れに関する情報を探り、なんとか食事にありついては宿に戻る。
　メイから聞いた更紗の卸しもいくつか訪ねたが、いずれも暖簾に腕押しだった。天籟更紗はその名の通り、天籟における産業の中核を担う。その拠り所となるのは更紗自体の希少さは勿論、最上の品は天籟王室へと献上され、王室から大清王朝へ贈答されることにも関係している。一般流通品で構わないと彪丞が食い下がったとしても、天籟という国名を冠した銘柄を、何処の誰かもわからない商人に卸すことなど考えられないのだった。
　そして何より彪丞が困惑したのは、卸しの皆悉くが同じ意思を示したことであった。
　曰く、天籟更紗は天籟の誇りであると同時に、天と同様この国と王族を守護する天布なのだと。則ち、天籟更紗に携わる我々臣民もまた、天と共に天籟を守っているのである、と。
　天籟の人間には、天という神秘と王族の存在が深く根を張っているようだった。それを郷土愛と言うのか閉鎖的な風土と呼ぶのか、彪丞には判断がつかなかった。

　市場通りにはたくさんの露店が並び、買い物に勤しむ老若男女で大いに賑わっている。小振りのサンザシを数個串に刺して蜜をかけた飴菓子を手にした子供たちが、三、四人連れ立って駆け抜けていく。
「活気のある国ではあるのだろうが……」
　子供達の背中を眺めつつ、彪丞は呟く。子供達が駆ける地平線の向こうには、壮麗な白亜の宮殿が見える。あの中で、王族たちが天と共にこの国を納めているのだ。その光景は、ここが穏やかな国なのだと感じさせるに十分だった。
　天籟更紗の確保は失敗に終わった、そう結論付けた時、次に自分が何をすべきか、帰国してからのことを考えると気が重くなる。

「お兄さんが帰国されたんですか？」
　そう声をかけられたのは、遅めの昼食をとっている時だった。振り替えると、あの短髪黒髪長身の女の子、メイが立っていた。
「理由もわからず、突然ね」
「でも、今日はあなたとお話がしたくて来ました。隣に座っても？」
　同意の意味で彪丞が少し席をずれると、メイは隣に座ってきた。
「この国に暫く滞在してみて、どうですか？」
「穏やかでいい国だと思う」
「穏やか、ですか。私に言わせれば、それは危機感がないのと同義ですね」
　何のことを言っているのか、彪丞はすぐに理解できなかった。
「以前、お二人にお話したはずです。この国は私達自身の力で守る、と」
　彪丞は思い出した。その時の言葉と、そしてそれについて話すメイのことを。
「今晩、私達は決起を行います」
　私達、とメイは言う。やはり、血気盛んな若者達にはメイ自身も含まれている。それもかなり中心的な存在として。
「決起と言っても、目的は女王陛下を衆目に晒すことだけです。そうすることで、臣民が神子に抱いている神聖視を和らげるのです」
　メイは彪丞を安心させるかのように、特別なことなど何もないかのように語る。
「なぜ、私にそのことを？」
「その決起の合図を、あなたにお願いしたいのです」
「私は部外者だ！」
「だからこそです。彪丞さんのことは志を同じくする同胞達に既に伝えています。あなたの合図は、日出ずる国からもたらされる光明となって、私達の行く道を照らしてくれるのです」
　合図にはこれを、と言ってメイが小包を渡してきた。ズシリと重く、金属の堅さが伝わってくる。包みを開けると、それは掌ほどの大きさしかない上下二連装式の拳銃だった。
「どうしてこんなものを！」
　彪丞は慌てて包みを戻し、既に犯罪を犯したかのように周囲を確認した。
「使い方はわかりますか？」
「いい、やめてくれ！」
「合図をすればいいだけです。誰を傷付けるでもない、空に向かって一発撃つだけ。あなたが撃つことは私達以外誰も知らない」
　メイは何度も何度も大丈夫だと、私達を助けてくれと訴えた。
「あなたの合図で、この国が世界の表舞台に立つのです。そうしなければ、この国は時代に押し潰されてしまう。どうか、お願いです」
　メイの瞳はまっすぐに彪丞を捉えていた。
「しかし……そんなことをしたら」
「はい。これが終われば、すぐに帰国することをお薦めします。その時の案内人はこちらで手配します」

　天籟更紗の仕入れが不発に終わった今、大言壮語の夢を吐いた情けない自分に一体何が成せるというのか。
　結局、彪丞は拳銃を受け取った。
　目の前に提示されたこととその意味を見出だそうと自問し続け、やがて言い聞かせるように、自分に求められていることだけを考えた。

　夜の最も深い時間、国中が寝静まった頃に決起は実行された。風のない、静かな夜だった。
　メイを始めとする実働隊は宮殿を包囲する様に待機。合図と共に一斉に宮殿へ雪崩れ込み、女王を市井の目に留まりやすい宮殿の外壁に連れ出す。そのまま女王をメイの写真機に納め、後日写真を国中にばらまく。その全てを始める合図を、彪丞の銃声が担うことになる。
　聞かされた決起の内容はたったそれだけ。それだけで何が変わるのか、誰が行動を起こすのか。そしてこの銃声が、次の時代を切り開くのか。考えの末に導かれたものは何もなかった。

　彪丞は所定の位置に着く。辺りは静まり返り、銃声の轟きは取り返しがつかないほどに天籟に響き渡るだろう。
　天へ銃口を向け、重い引き金に指をかける。
　掌に収まる小さな拳銃は冷たい感触を手に伝え、自身の撃鉄が下ろされるのを待っている。たった一発の銃声で、この国を世界の表舞台に立たせられるとメイは言った。それが何を意味するのか、本当のところはわからないままだ。
　指を引き絞る。
　撃てば何が起こるのか。何を考えるべきで、何を成すべきなのか。上手く像を結ばない胸中のまま、彪丞は最後の力を込める。
　そして、撃鉄が雷管を叩き起こす、その時。
　彪丞は後ろから頭を殴られ、その場に卒倒し気を失った。


　埃の臭いがする。湿度の高い、土とも石ともつかないすえた臭い。ボヤける視界に、鉄格子の牢と彪丞を覗き見る影が映った。
「具合は如何か、特使殿」
　起き抜けの彪丞を慮ることなく、影は二連装式の拳銃を差し出して質問をした。
「この銃をあなたに渡した者は誰か？」
　ビリビリと痛む頭でも、それが誰かはハッキリと思い出された。あの、短い黒髪を後ろで纏めた背の高い女の子。
「……」
　だが、混濁する意識の中にあってなお、ここでメイの名前を言うことが正しいのか逡巡があった。あるいは、自分はお使いを頼まれただけだと言えばいいのか。メイを始めとする血気盛んな若者達が暴走しているのだ、と。
「では、いずこにいるか？」
「……」
　質問を変えられても、彪丞は喋らない。影はため息をついた。
「特使殿、それはいかなる義理か？」
　影が彪丞を覗き込む。刃の様に冷たい目だった。
「特使殿は異国からの商人、できれば穏便に済ませたい。協力があれば、すぐに解放する」
　それでも黙っていた理由は、メイ達への同調か同情か定かではない。すると影はもうひとつ、小さな紙を差し出した。それは写真だった。
「今、天籟中で出回っているものだ」
　そこに写っているのは見慣れた二人。
「王家への反乱を先導した首謀者として」
　入国直後、メイに撮られた兄弟の写真だった。
「違う。私たちでは、ない……！」
　ようやく、彪丞は後悔した。写真を撮らせたことを、拳銃を受け取ったことを、兄の助言を肝に銘じておかなかったことを。兄弟は反乱という他人事に利用されている。だが、影からの返答は思わぬものだった。
「そんなことはわかっている」
　口を開けて何も言えないでいる彪丞を見て、影は再度ため息をつく。
「あなた方は不思議に思わなかったのか？」
「なにを、ですか」
「この国に入れたことも、早々に陛下への謁見ができたことも、こうして話ができていることも」
　影は立ち上がり、彪丞を見下ろす。
「あなたの兄に偽の帰国命令を下したのも私だ」
「偽の、情報」
「偽物を出したことはお互い様だと思ってもらいたい」
　それが鹿鳴館の書簡であることを思い出すのに、いささか時間が必要だった。
「なぜ、タツに帰国命令を」
「あなたの方が、首謀者は与し易いだろうと考えての判断です」
　彪丞に残らせた方が、首謀者から接触してくる可能性が高い。事実、その通りになったのだろう。
「天籟に反乱の徒が蔓延っているという噂はご存知ですね」
「知って、いたのですか」
「無論。しかし、確証がなかった」
「確証？」
「その企てが、本当に天籟の民によるものなのかどうか」
　影は再度拳銃をつまみ出した。
「特使、いや。彪丞殿。この拳銃がどこの国の物かご存知か？」
「いや……」
「これは、合衆国で作られたものだ。無論天籟とて武器の輸入もあるが、このような物は入ってこない」
　なぜ、この東の小国の情勢に別の大陸の名前が出るのか。そしてなぜそれがメイを経由しているのか。
「この国の穏やかさは、決して天があるというだけで保たれているのではない。他国の思惑を振り落とす強かさを以て、勝ち取っているものだ」
牢を開ける音がした。
「彪丞殿。あなたは、この拳銃を渡した者に伝言を伝えなさい」
　彪丞はノロノロと歩み出て影と向き合った。今や影は消え、抜き身の刃の如く研ぎ澄まされた瞳を持つ姫奴がそこにいた。
「『だからお前は選ばれなかったのだ』と」
「……わかった」
　そう頷く彪丞はしかし、なかなか立ち去ろうとしない。
「何か？」
「あなたの、名前を聞かせてほしい」
　姫奴は暫く逡巡すると、ジャンとだけ名乗り牢を出ていった。
　そうして、彪丞と拳銃だけが牢に残った。

　外は既に日の出を迎えていた。
　重い足どりで向かったのは、三人で夕飯を食べた大衆食堂。やはり、メイはそこにいた。
「無事でしたか」
　メイはもう隠すことなど何もないかのように、明るい顔で彪丞を見た。
「……最初から、俺達を利用するつもりだったのか？」
「正確には、天籟を訪れた誰かを利用する、です」
「俺達で残念だった、な」
「別に、あの拳銃で合図さえしてくれれば誰でも良かったのですが」
「それで、全ての責任を撃った人間に被せる？」
「そう考えていました。でも、空に向かって撃つだけのことが出来ないなんてね」
「本当に、女王の写真を撮ることだけが決起だったのか？」
「天にはもう頼らないと言ったでしょう。その決別の表明として、宮殿に火を放つ計画でした」
　あり得たかもしれない未来に、彪丞は身震いする。
「過ぎたことを考えても仕方がありません。それで、何の用ですか」
「伝言を、伝えに来た」
「伝言？」
「『だからお前は選ばれなかった』」
　それを聞いたメイは一瞬で表情を消した。哀しむでも激昂するでもなく、ただ無表情だった。
「一緒に来て下さい」
　それだけ言うと、メイは宮殿へと向かい出す。
「今行くのはやめた方がいい」
「いいえ、今行かなければならない」
「なぜ」
「かつての誓い、その続きをするためです」


　宮殿は水の滴る洞穴の様に冷ややかで、静まり返っていた。
　その中央をメイと彪丞は進み、やがて神殿に辿り着く。正面にはいつも通り御簾が下がり、その横にはジャンが侍っていた。神殿の周囲には兵士が控えている。
「メイ、哀れな娘だ」
　何の感情も浮かべず、ジャンは言ってのけた。
「振り落とした者のことなど、あなたは何とも思っていないでしょう」
「そうだな。ここへ死にに来た者などには、特に」
「あなたは周りを見ようともしませんからね」
「安心しろ、他国の回し者くらいは見つけられる。なぜお前が、合衆国なぞと関わっている」
「次の時代を切り開くには、新しい国や文化と交わる必要がある」
「そうして天籟の情報を送り、得られた結果がこれか。お前には女王陛下への反逆の疑いがかけられている」
「反逆！」
　メイは初めて大声を上げた。
「私は私の命を賭してでも、天籟と女王陛下をお守りすると誓った！」
「であればお前がしようとしたことはなんだ」
「天籟を、女王陛下を天から解放して差し上げるのです！」
「愚かな。お前の浅慮一つで揺れるほど、この国は柔弱ではない。そも、お前の命と比べること自体が烏滸がましいと知れ」
　ぐ、とメイは喉を詰まらせた。
「その短絡さが故に、お前は陛下の姫奴に選ばれなかったのだ」
「違う、天籟はもう新しい時代に進む時だ！」
「――――シャオメイ」
　声だけが響いた。それはメイの怒号よりずっと小さくか細かったにも関わらず、その鈴の様な声はそれだけで全てを静めた。
「っ、陛下」
　メイが傅く。
「天籟はどう変わるべきと考える？」
「陛下、おやめ下さい」
「天籟は」
　メイの声が震える。
「天籟は、世界の表舞台に立つべきです。天を女神にお返しし、奇跡によって守られる時代を終わらせるのです。それが、次の時代を必ず切り開く」
「陛下、このような戯言」
「シャオメイ。お前を選ばなかったこと、恨んでいるか」
「いいえ、決して。私は常に御身と共にあります」
「そうか」
　彪丞は、メイの後ろで事の成り行きを見守っていた。
　なぜ、自分がここにいるのか。遠い異国の騒乱に居合わせ、利用され、あまつさえ大逆の罪を被せられるところだった。そして自分が何もしなかったために罪を逃れ、またここで傍観者として立っている。女王の前に立った商人としての自分はなんだったのか、何をしにこの国に来て、何を見、何を感じたのか。
　この国に来て以来、一向に像を結ばなかった胸中で浮かび上がるのは、天籟更紗に携わる卸しの姿だった。そう気づいたとき、胸に忍ばせた拳銃の重さが増したように感じられた。
「私だけでなく、全ての臣民は陛下と共にいます」
　傅いたまま、メイは訴えた。
「ならば、妾も臣民と共に生きねばならぬ」
「陛下」
「民なくして王はあり得ない。天もまた同じ。そうであろう」
「陛下、なりません！」
「――――」
　女王は静かに息を吸う。その白磁のような喉元に、一つとして抵抗はない。
「陛下！」
　天籟の風が吹く。天に祝詞が上がる、その瞬間。
　一発の銃声が轟いた。
　轟音は静謐な宮殿に響き渡り、金属の残響を長く残した。
　それは遠い異国からの風。たまたま居合わせでもしない限り、決してその場で吹くことはなかったもの。その銃声こそは一陣の風となり、その場にいる全員を駆け抜けた。
　静寂。
　ジャンもメイも、声を出しかけた女王までもが沈黙した。
「捕らえろ！」
　その一瞬を見逃さなかったジャンの一声で、兵士が一斉にメイを取り押さえる。
　彪丞は腕の痺れを感じたまま、天に向けた拳銃を下ろした。
「彪丞さん、どうして！」
　メイは困惑した様子で彪丞に訴えた。
「メイ。この国は天に操られているわけじゃない。きっと君が思っている以上に、天籟の人達は強かだ」
「部外者が何を言うのですか！」
「だからこそ、だ。この国の進むべき標は、他国からの光明じゃなく、この国の臣民が照らしてくれる」
　メイはそれ以上何も言わず、肩を落とし、静かに眼を閉じた。



　厳かな鈴の音が宮殿内に響く。神子でもある女王による、天籟の女神と地への祝福、そして祈りの祭祀が始まった。
　メイ――かつての姫奴候補による騒動から三日。
　あれから、王族による天の返上は行われていない。メイは合衆国との繋がりもあることから、女王の預かるところとなった。些か日程の変更があった程度で、こうして祭祀も行なわれている。
　結局、劇的な変化など起こっていないのかもしれない。これからも天籟は天と共に在り続けるだろうし、隣国からの脅威は依然として続くに違いない。しかし、これから先もこれまでと同じでいいわけがない、そう訴えたメイの言葉は女王自身にも届いたはずだった。これから先、天籟は自ら次の時代を照らし出し切り開いていくだろう。そう思いながら、彪丞は不在の兄の分まで祭祀の全てを見届けた。

　祭祀直後。まだ大勢の列席者が残る中、ジャンが変わらぬ冷たい目で彪丞に告げた。
「鹿鳴館への出席は謹んで辞退させて頂く」
「……できれば、もう忘れていただきたいのですが」
　そもそも、それは龍之進が言い出したことだ。
「そう言うな。その返礼を込め、女王陛下から特使殿へ交易品が下賜される」
　恭しく、ジャンが桐箱を捧げ持つ。
「あの愚か者の意思、その始まりの象徴ともなろう」
　その呟きは、誰にも聞かれることはなかった。そうしてジャンは、彪丞をまっすぐに見る。
「天籟は強かな国だ。これを贈る以上は、いつぞやのお前の夢の上、歩かせてもらうことにしよう」
　それは、漆黒から空色へ至るまでの黎明の色。
　霞色の天籟更紗だった。
「――――天籟が進む先、その黎明の標とならんことを」
　美しい鈴の音が、いつまでも耳に残った。
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